


み な と オ ア シ ス 「わっかない」 み な と オ ア シ ス 「網 走」

み な と オ ア シ ス 「江 差」

みなとオアシス「わっかない」は、日本の最北端である稚内港
に位置する海と賑わいの交流空間です。
国際・国内フェリーターミナルをはじめとしたオアシス内の各施
設において、訪れる市民や観光客に対し各種イベントなどの
情報提供を行っています。

～マチとみなとの連携・観光交流拠点を目指して～

みなとオアシス「網走」では、海と川や知床連山の景観などの
豊かな自然環境や、歴史・文化を活用した賑わい創出等によ
り、「みなと観光交流センター」や、その周辺に整備される親水
プロムナード等のウォーターフロント空間を活かした交流の場を
提供しています。

～中心市街と連携した水辺空間～

「みなとオアシス江差」は、北海道南部の渡島半島の日本海
側にある江差港に位置しており、訪れる市民や観光客に、かも
め島をはじめとする美しい自然景観と町の歴史を活かした交流
空間を提供しています。

～水辺と親しむ交流拠点の形成～

み な と オ ア シ ス 「苫 小 牧」

みなとオアシス苫小牧では、北海道の海の玄関口「開発埠頭
フェリーターミナル」、市民の憩いの場「キラキラ公園」、そして
苫小牧の新鮮な魚貝等が勢ぞろいの「ぷらっとみなと市場」と
いった３つの特色が違うエリア間の調和を図り、賑わいと交流
の場を提供しています。

～旅・遊・食の調和による賑わい拠点～

礼文町の海の玄関口「香深港フェリーターミナル」や、憩いの
場「礼文町総合交流促進施設」等のオアシスエリア内の各施
設がお互いに情報発信を展開することにより、みなとを訪れる
人に癒しと交流の場を提供しています。

～癒しと交流の空間形成を目指して～

み な と オ ア シ ス 「れ ぶ ん」

みなとオアシスのある港湾などでは、北海道の経済や産業のために欠かせない役割を担っており、

豊かで活力のある北海道のために港湾機能の充実を図っています。

小麦 日本のめんの70％は国産

例えば、うどんなどの日本めんの70％は国
産の小麦でつくられています。国産のうち
60％は北海道産です。

北海道で生産された新聞用のロール紙や

牛乳用の原料の生乳、小麦やじゃがいも等

が船によって本州に運ばれています。

今年度より整備する苫小牧港の

岸壁（西埠頭）

北海道のみなとには、多くの

大型クルーズ船が寄港して

います。クルーズ船が寄港

するとみなとまちは多くの観

光客で賑わいます。

礼文島香深港に寄港したクルーズ船

（背後の山は利尻富士）

獲った鮮魚を漁船上で箱詰
め、または滅菌海水などで鮮
度を保持します。

北海道から関東・関西へ3日
目に配送できるトラック＋フェ
リーの輸送システムが確立さ
れました。

ほぼ全国で生さんまの刺身が食べられるようになった理由

1990年代後半、小樽港、苫
小牧港に高速フェリーが就
航し、3日目配達が実現とな
りました。

3日配達が実現！

輸送システムの確立！保鮮技術の進歩！

みなとオアシス運営協議会（わっかない、網走、江差、苫小牧、れぶん）、北海道開発局、北海道みなとの文化振興機構、寒地港湾技術研究センター


